
          

 

 

 

２月２７日、「輝く個性は宝物 胸をはって羽ばたけ６年生」のテーマのもと「６年生

を送る会」が開かれました。 

第一部は、各教室で、これまで活動を共にした学年縦割りのなかよし班で集まりました。

１・２年生が作ったプレゼントや、みんなで書いたメッセージなどが６年生一人一人に手渡さ

れ、感謝の言葉が贈られました。続く第二部の全体会は、全校児童が体育館に集まって行いま

した。３・４年生が手作りでこしらえた壁飾りや６年生一人一人の似顔絵が飾られた華やかな

会場で、５年生実行委員会の進行により６年生が迎えられました。６年生からも後輩たちへ熱

いエールが届けられました。4 年生以下の児童は卒業式に出席しませんので、６年生を含めて

全校が顔を合わせて集うのはこれが最後の機会です。声を合わせて歌を歌ったり、「ありがと

う」の気持ちを伝え合ったりする感動的なかけがえのない時間となりました。 

また、ニューリーダーとしての自覚をもち、仲間と協力し合って頑張った５年生の活躍も目

を見張るものがありました。こうして伝統が受け継がれていくんだと改めて実感しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 年生は、３月１６日いよいよ卒業の日を迎えます。日本の各地で起こる自然災害だけでな

く、世界に目を向けると様々な地域で紛争が収まらず緊迫した状況に不安な毎日が続きます。

そうしたなかですが、巣立っていく１５８名の卒業生には、自らの夢に向かって多方面にわた

り幅広く学び続け、自分が習得したことを生かし、いろいろな立場の人と積極的にかかわりな

がら「かしこく」「つよく」「やさしい」心で暮らしていってほしいと思います。これまでの先

輩たちが築いてこられた伝統ある乃木という地域を大切に、この学び舎で学んだことを誇りに

思い、胸を張って堂々とたくましく歩んでくれることを願っています。 

～ かしこく つよく やさしい子 ～ 

 
～まつえ湖南学園～ 

松江市立乃木小学校 

令和６年３月１２日 

（文責）校長 野津 

５年生は円陣を組み、「仲間」と共に乃木小

を創っていく決意を新たにしました。 



＝ 本に親しもう ＝ 

保護者の皆様には、先日「ドリームとしょかんだより」を通じて、子どもたちの 1 年間の読

書冊数について紹介いたしました。読書の量については、それぞれ「多い・少ない」のとらえ

方に差があるかもしれませんが、今年度の学校評価においては、児童の自己評価も保護者アン

ケートにおいても、肯定的な評価は決して高いとは言えない数字が表れました（児童自己評価

「たくさん本を読んだり図書館をよく利用したりしています」肯定率６２．４％、保護者アン

ケート「進んで読書をしている」４９．２％）。 

学校では、始業前の朝読書の時間だけでなく、今年度も多くのボランティアの皆様のお力添

えをいただき、毎週木曜日を原則として「朝の読み聞かせ」を行ってきました。シーンと静ま

り返った教室の静寂の中で、読み手の語る声だけが響き渡り、じっと聞き入る子どもたちの様

子が見受けられました。ボランティアの方々にはたいへんお世話になり感謝申しあげます。 

本に親しむことは、子どもたちの「生きる力」の育成に欠かせない活動であり、情操面の成

長や生涯にわたる自己啓発の基盤の一つとなるものです。子ども 

の頃の心に響く素敵な本との出合いは、その後の人生に大きな影 

響を与えてくれます。大人も子どもも多忙感が漂いがちな毎日で 

すが、たとえ短い時間でもじっくり本と向き合ってその世界に浸 

ることはとても貴重な経験となります。様々な機会を通じて、子 

どもたちがより多くの良書に出合い、読書の楽しみを知って読書 

習慣が定着することを願っています。 

「家読（うちどく）」という言葉があります。街から書店が減りつつあると話題になる昨今で

すが、これから春休みになります。ご家庭におかれましても「1 冊の本」を話題に家族の会話

が広まれば、と思っています。 

 

＝ 開校１５０周年に向けて ＝ 

本校の沿革誌に「明治７年６月１８日乃木村別願院内ニ於テ乃木西小学校ヲ開校シ以テ専ラ

本村濵分ノ児童ヲ教育ス」とあります。 

明治７年は西暦１８７４年ですので、２０２４年は１５０年の長きにわたり歩み続けてきた

乃木小学校の大きな節目の年に当たります。つまり、来年度６月に本校は開校１５０周年を迎

えることになるのです。 

先般、地域の関係機関の方々により「創立１５０周 

年記念事業実行委員会」が立ち上げられました。これ 

から来年度にかけて具体的な事業計画が協議され、諸 

活動の実施に向けて進められていく運びです。 

今後の動きの詳細については、これからいろいろな 

形でお知らせすることになりますが、この記念すべき 

節目を契機に、子どもたちも乃木小学校への愛着を一 

層高め、誇りをもって学校や地域を大切に育っていっ 

てほしいと思います。 

なお、校庭の国旗掲揚台の後方には、「強く正しく」と刻まれた石碑があります。 

これは１９７４年の１００周年に合わせて建立された記念碑です。 


